
平成 28 年度役員、運営委員 

＜役員＞・代表理事 髙橋 敬(再) 

・理 事 河﨑洋充(再) 小山京子(再) 木戸利秋(再) 岩越美恵(新) 田中佳子(新) 

・監 事 阪上恭一(再) 

＜運営委員＞ 

・松岡信哉 (委員長 ) 田中隆雄 森裏みな子 谷口健志 市川裕子 久保田健司     

川内光子(新) 小谷地 健(オブザーバー) 

＜事務局＞ 松岡信哉 平野太市 中島恵美 

 ※事務局は、原則として平日の午前 9 時から午後 2 時頃までは事務員の常駐体制をとり、

電話は 24 時間対応しています。 

 

平成 27 年度理事会、運営委員会等  活動報告 

・理事会(第 1 回 H27.5.8、第 2 回 H28.3.25) 

・総会(H27.5.8) 

・運営委員会(第 1 回 H27.6.10、第 2 回 H27.7.23、第 3 回 H27.10.25、第 4 回 H27.12.10、第

5 回 H28.1.28、第 6 回 H28.3.17、第 7 回 H28.4.20) 

・後見受任等判定委員会(第 2 回 H27.4.20、第 3回 H28.3.14、第 4 回 H28.4.27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3回通常総会報告 

平成 28 年 5 月 13 日開催の第 3 回通常総会は、正会員 66 名(当日出席 30 名、委任状 36 名)の出

席のもと、平成 27 年度事業報告及び決算、平成 28 年度事業計画及び予算が審議のうえ議決され、次

期役員が選出されました。 

議事に先立ち、社会福祉法人甲山福祉センター理事長の服部英司氏から、村田前理事長が甲山福祉

センターの社会貢献の一環として位置づけてNPO法人みどり兵庫の設立に尽力された経過を紹介し、

今後も出来る限りの支援を続けていきたいとのご挨拶をいただきました。 

事業報告では、成年後見と権利擁護研修会の開催、近日中に 4 人目の成年後見受任が確定 

する予定であること、みどり兵庫通信の発行状況、リーフレットやホームページの更新経過等が報告

されました。 

 平成 27 年度の会員数や会費納入は、登録された会員の ID 番号 140 まで到達していることと、年度

内に納入された会費は、正会員 101 口、賛助会員 9口、団体会員 3 口あり、昨年度や初年度の実績を

上回ったことが報告されました。 

今後の事業計画に関する件では、数年以内に認定 NPO 法人資格の諸基準を取得して移行できるよう 

に実績を積み、会員形態の見直しや定款変更等を進めていくことが承認されました。 

次期役員の選任では、開設当初から支援していただいた鵜飼卓先生が理事を退任され、別掲の通り神

戸常磐大学教授の岩越美恵先生とリーブ・フルーリー保護者会代表の田中佳子氏が新たに理事に選任さ

れ、監事には引き続き阪上恭一氏が選任されました。 

最後に髙橋代表理事より「平成 28 年の事業計画に沿って着実に取り組みを進めていきましょう」

との挨拶があり総会を終えました。 

 

岩越 美恵（神戸常盤大学） 

 

 このたびみどり兵庫の理事を拝命いたしました。1984 年 5 月から 2011 年

3 月まで、西宮市立わかば園（現こども未来センター）で、園長兼小児科医とし

て、肢体を中心に様々な障害（社会の害が消えるまではこの字を使用させていた

だきます）のある子ども達とそのお母様や家族の方々と共に歩いてきました。現

在は神戸市長田区にある 4 学科（臨床検査・看護・教育・口腔保健）だけの小さ

な大学で、学生達に「障害」について、また「様々な障害のある子ども達」につ

いての知識を伝え、協力者、支援者の育成に励んでいます。かつてわかば園に通

っていた“子ども達”も最近は立派に成人となって再会する機会も多く、私自身

の課題がライフサイクル全てにわたる支援へと広がってきた矢先のご縁でした。

先日総会に出席し、“法人後見”という社会的にとても重要な活動であると深く認

識いたしました。これから少しでもお役に立てればばと願っています。どうかよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

田中佳子 

 

平成 28 年度 NPO 法人“みどり兵庫”の理事に選任されました田中佳子でござ 

います。 

 甲山福祉センター後援会に入会させていただいたのは 6 年前、幾度か施設見学

等に参加しておりました、その中で“みどり兵庫”との出会いがあり、昨年に入会

の機会をいただきうれしく思っています。私の娘(47 歳)が入所しております社会

福祉法人武庫川園リーブ・フルーリーは、開園して 13 年が経ち、親子共に高齢化

が進み「成年後見制度」の必要性をひしひしと感じていた折り、この施設利用者の

M さんがみどり兵庫”の被後見人になられたことを知り、あらためて「成年後見制

度」についてもっと深く知識を吸収しなくてはならないと思っています。 

 リーブ・フルーリー保護者代表として、兵庫県知的障がい施設家族会連合会、通

称<ひょうごかぞくねっと・阪神ブロック>と、全国重症心身障がい児・者を守る会

兵庫県支部の理事としてさまざまな障がいを抱えながら、毎日を精いっぱい命を輝

かせている人達に寄り添いながら、少しでもお役に立てるようにと願っています。 

 みどり兵庫”の理念に沿って一生懸命に努めさせていただきますので、皆様のご

指導、ご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

理事就任のご挨拶 


